
 

 

 

 

 

 

 

 

信託の実行促進をサポートするコンサルタントの役割について

母の所有する財産について、民事信託を

検討したいと、筆者のところに来た相談者

とのやり取りと、相談者のご家族とのミー

ティングの経緯で感じたこと、学んだこと

を、会員の方々に本レターで共有できたら

と思います。 

● どのような相談？ 

 相談者は、その母が、築年数の経過した

不動産を所有しており、その不動産の維持

に、修理等、今後いろいろな対応が必要に

なるだろうと心配し、民事信託を検討して

います。 

これまで、母の財産の管理は、相談者の

父が、母をサポートしながら進めてきたよ

うです。父は母より高齢なため、母以上に

今後、財産管理が難しくなるだろうと、相

談者は考えています。そして、両親の状況

から、相談者は、今、民事信託を検討して

おかないと手遅れになると思い、筆者のと

ころに相談にきたと言います（このような

事例はよくあることで、あえてニューズレ

ターで取り上げるまでのこともないと思わ

れる会員の方もいらっしゃると思います

が、最後までお付き合いいただけますと幸

いです）。 

● 両親、姉弟に家族信託を理解してもら

う資料を相談者と協同して作る 

相談者は、筆者に相談に来る前に、筆者

の民事信託に関する書籍を読んでいまし

た。相談者と話をしてみると、民事信託に

ついてよく理解していました。相談者の家

族は、両親と姉と弟。 

相談者は民事信託を理解したものの、相

談者が家族に説明しても、家族は、理解し

てもらえないだろうと言います。また、信

託の受託者を相談者が務めることを想定し

ているため、相談者からの説明は、姉と弟

に不信に思われるのではと心配していまし

た。 

そこで、家族への説明にむけて、筆者と

相談者とで協同して資料を作成していくこ

とにしました。 

専門用語の表記を最小限度にして、イラ

ストを使い、色分けをするなどして、筆者

が資料案をまず作成しました。 

委託者は「青」、受託者は「オレン

ジ」、受益者は「緑」、帰属権利者は「黄

色」と色を使い分けて表記するなど、家族

がイメージしやすくなるような工夫をして

みました。 

資料案について相談者の意見をいただ

き、この表現の方が両親には伝わるといっ

たアドバイスを得て資料案を修正しまし

た。また、筆者からも、誤解を生まないよ

う、この表記は削除せずに残したままがよ

い、などお互いにやり取りをしながら、家

族への説明資料を作成していきしました。 

このように、筆者と相談者が協同作業を

行うことで、筆者と相談者の間に信頼関係

を築いていくことができます。 

そして、資料には、民事信託にかかる費

用として、信託契約作成、登記、公正証書

作成費用に加えて、筆者が担当する業務も

あきらかにして、その対価としての筆者の

報酬額も明記しました。 

 家族への説明前に、相談者に費用を明確

に示すことで、相談者が必要な費用を認識

するとともに、これだけの費用をかけても

進めていいきたいという相談者の意思も確

認することができます。 
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● 家族への説明 

 説明は、相談者、両親、そして姉と弟の

５人が揃う日時を決め、全員に一斉に行い

ました。 

 「私は高齢だから、難しいことはもうよ

くわからない」と父が冒頭に発言をするも

のの、筆者は、父より多くの質問を受けま

した。父にうかがうと、現役の頃は、会社

の法務部で多くの契約書の作成に関与して

きたという昔ばなしもしてくれました。 

 姉も重要なポイントをつかんで質問をし

てきます。弟は多くを語らないものの、母

の様子を見ながら、お母さんはどう思うの

と、母の発言を促します。 

 多くの意見が出るとてもよい家族のミー

ティングとなりました。 

そして、「信託契約の内容が大切だか

ら、それをしっかりと検討していってほし

い。検討は、子供たちに任せる。信託契約

の案が出来上がったら、お母さんと私に説

明して欲しい」と父から発言がありまし

た。 

父のその発言の後、「お母さまの不動産

です。お母さまが取り組むか否かを決めな

いと先には進めませんので、よくご検討く

ださいね」と、筆者よりお伝えし、母が大

きくうなずいた姿を確認しました。 

● 着手するか否か？ 

 検討した信託契約案を理解していただ

く、公正証書にする、信託口口座を開設す

る、これらの作業には一定の時間を要する

ため、着手するならば、年明け早々に開始

するのがよいと思いますと、筆者より伝え

ました（ミーティングは 12月初めに行いま

した）。 

年明けまでの間で、ご家族で話し合って

いただき、結論を出してください。期限を

区切らない検討は何も決まらずよくありま

せんと、きつい言い方にならないよう気を

つけながら、筆者は申し上げました。 

● 思いを共有する 

 ミーティングを終えて筆者が帰る際、両

親が玄関まで見送りにきてくださいまし

た。母も笑顔です。「今日はよい話が聞け

た」と最後に父の一言。 

 相談者とは、最寄りの駅まで一緒に歩き

ました。「両親の昔ばなしをいろいろと聞

いていただきありがとうございました」と

の言葉をいただきました。 

 民事信託にかかわるコンサルタントとし

ての筆者の仕事は、信託する方の財産への

思いや家族への思いを「共有」することか

ら始まると、筆者は考えています。情報を

共有させてもらうには、相手から信頼を得

ないと、大切な情報を共有させていただけ

ません。 

 民事信託の利用が必要となる方は、今後

さらに増えていくことと思います。しか

し、信託を必要とする方は専門家ではない

ため、信託の仕組みを理解することは、と

ても難しいと筆者は常に感じています。 

依頼者は、自身が取り組む信託をよく理

解していないままに、専門家が検討してく

れた仕組みだから、「大丈夫だろう」と専

門家を信頼して、取り組む人も多いと思い

ます。専門家が担う役割は重く責任も重大

です。 

● 報酬なくして業務は進めていけない 

 財産所有者とその家族の思いを受けと

め、検討した仕組みを理解してもらうため

に資料を作り、説明し、そして民事信託の

組成にむけて着手していく。このように多

くの時間を要する業務には、相当の報酬も

必要です。報酬なくしては業務として成立

しません。 



業務を受任しやすくするために、報酬額

を下げるという考えもあるのかもしれませ

んが、労働の対価としての報酬額はどのく

らいがよいのか、筆者は１つの信託を作り

終えるたびに考えています。 

会員の皆さんはどうお考えでしょうか？ 

● 経験を共有する 

最後に少し話が変わります。 

お客さまとのやり取りの経緯や上記のよ

うな報酬こと、実務での工夫、時には失敗

事例など、お客さまの守秘義務を守るかた

ちで、会員同士で情報交換できる機会が増

えていくとよいなと、筆者は考えていま

す。 

セミナーやニューズレターを通じて事例

を聞けると大変便利です。会員の方々に

は、専門研修やニューズレターで、事例に

ついて発信していただけると大変ありがた

いです。 

しかし、講師を担う、執筆するのは、準

備にも時間がかかり負荷も大きくなり、そ

こまでは担えないという方も多いと思いま

す。 

 講演やレターの執筆に限らず、日頃の実

務や研究で生じる疑問や要望など、民事信

託の着手と実行を支援している専門家・コ

ンサルタントである会員同士が、フラット

に議論できる機会や場ができていくとよい

なと感じています。 

 ニューズレターや専門研修等のお知らせ

を、会員のメーリングリストを使って送信

しております。最近、メーリングリストに

は研修やニューズレターについて質問や意

見の投稿も行われています。会員の皆さま

も是非、活用してみてはいかがでしょう

か？ 

（石脇俊司 民事信託活用支援機構理事） 


